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研究成果の概要（和文）：妊娠中の抑うつを予防するために、妊娠中に実施できるエクササイズを考案した。ま
た、正常な妊娠経過で精神疾患の既往がない初産婦を対象者とし、エクササイズを週３回以上実施した者とエク
ササイズを週３回未満もしくは全実施しない者を酸化ストレス・GHQ２８・自記式質問紙を用いて比較検討し
た。結果考案したエクササイズを週３回実施することは、酸化ストレスの亢進予防に繋がることが、生理学的指
標から明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The subjects were women with normal pregnancies and no psychiatric illness 
history. The intervention group comprised women participating in exercise at least 3 times per week.
 The control group comprised  women participating zero, once, or twice per week in exercise.

研究分野： 生涯発達看護学

キーワード： 酸化ストレス　妊婦
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１．研究開始当初の背景 
厚生労働省は、2008 年より産後うつ病を早

期に発見し健全な養育環境を確保する目的
で「養育支援訪問事業」を開始した。「養育
支援訪問事業」では、エジンバラ産後うつ病
質問票（Ｅdinburgh Postnatal Depression 
Scal:以下ＥＰＤＳと略）を積極的に活用し
た、産後の家庭訪問を強化している。しかし
ながら、ＥＰＤＳは産後うつ病を検出するた
めに開発された質問票である。 
先行研究では、妊娠中に発症するうつ病は

12～13.5％で、妊娠はうつ病を発症させる一
つの要因であると報告（Burt,2005）されて
いる。専門職は、母親の心身の健康を守る必
要があることから、妊婦健康診査で定期的に
関わる機会を通し、妊婦の抑うつを予防する
ための保健指導を実施する必要がある。精神
的ストレスが増加することにより、生理学的
指標となる酸化ストレスは上昇する。従って、
専門職は酸化ストレスを用いた生理学的側
面と、妊婦の抑うつ傾向の予防に繋がる日常
生活習慣に働きかける看護の側面の双方か
ら支援する必要があると考える。 
 
２．研究の目的 
妊婦の抑うつ傾向を予防する日常生活習

慣に関連したツールを考案し、生理学的指標
を用いて有効性を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1）妊娠期と酸化ストレスの関連についての
文献レビューを行う。 
(2）考案したツールの有効性について、酸化
ストレス、GHQ28、自記式質問紙を用いて検
証する。 
 
４．研究成果 
(1)文献レビューをした結果、周産期分野に
おいて酸化ストレスに影響を及ぼしている
ものは①喫煙・運動などの生活習慣、②妊娠
高血圧・妊娠糖尿病などの合併症、③早産な
ど分娩時の異常、④精神的ストレスなどが挙
げられた。既存文献から周産期の酸化ストレ
ス研究は、妊娠合併症や分娩時の異常などの
一因について論じた研究は多くなされてい
るが、正常な妊娠経過を辿るための予防医療
という視点から論じている研究は少ないこ
とが明らかとなった。 
助産師は妊娠期においては、妊娠合併症や異
常などの予防に繋がる生活習慣の保健指導
が求められている。しかしながら、生活習慣
の一つである運動習慣の見直しをするにあ
たり、エビデンスの提供に繋がる酸化ストレ
スと運動の実態について明らかとなってい
ないことが判明した。 
今後は、妊娠期の抑うつを予防し健康の保
持・増進に向けた予防医療を目指して、運動
と酸化ストレスの関係をより明らかにする
必要がある。 
(2）考案したエクササイズの有効性を検証

するために、正常な妊娠経過で精神疾患の既
往がない妊婦で、介入群は週３回以上エクサ
サイズを実施する者、対照群は週３回未満も
しくは、全くエクササイズを実施していない
者とし酸化ストレスについて比較検討した。 
酸化ストレスを示す尿中８－OHｄG は、妊娠
中期・後期に縦断調査し、エクササイズによ
る生理学的な影響を検証した。結果、エクサ
サイズを週３回実施することは、酸化ストレ
ス亢進の予防に繋がることが示された（図１、
２、３参照）。 
今後は、酸化ストレスとＧＨＱ28 の関連性に
ついて検証することが課題である。 
 
図１： 対応のある t検定（初産婦のみ） 
＜対照群＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜介入群＞ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

８OHｄG は、初産婦において効果的な減少が

みられた。 

 
図２：２元分散分析/MANOVA(反復測定)変化
率の差の群間比較（初産婦のみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
対照群と介入群の比較については有意な差

がみられた。 
 
図３：１回目・２回目測定値群間比較（初産
婦） 
＜１回目＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜２回目＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



運動前後で運動群において有意な値の減少
がみられた。 
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